
○大分市浄化槽法施行細則

平成9年2月21日

規則第11号

(趣旨)

第1条　この規則は、浄化槽法(昭和58年法律第43号。以下「法」という。)及び浄化槽工事の技術上の基準並びに

浄化槽の設置等の届出及び設置計画に関する省令(昭和60年厚生省令・建設省令第1号。以下「共同省令」とい

う。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

(平12規則133・平18規則2・令2規則25・一部改正)

(浄化槽設置届出書等の添付書類)

第2条　市長は、法第5条第1項の規定により浄化槽を設置し、又はその構造若しくは規模の変更をしようとする者

に対し、共同省令第3条第1項又は第4条第1項に規定する届出書に共同省令第3条第2項又は第4条第2項に規定する

書類及び図面のほか、次に掲げる書類及び図面を添付することを求めるものとする。

(1)　建築物及び浄化槽の配置図

(2)　建築物の各階平面図

(3)　給排水配管図

(4)　設計計算書(法第13条第1項又は第2項の規定により認定された型式以外の合併処理浄化槽(し尿処理と併せ

て雑排水を処理する浄化槽をいう。)に限る。)

(5)　前各号に定めるもののほか、市長が必要と認める書類

(平12規則133・一部改正)

(浄化槽の使用開始の報告書等)

第3条　法第7条第1項に規定する浄化槽管理者(以下「浄化槽管理者」という。)は、浄化槽の使用を開始したとき

は、法第10条の2第1項の規定により、使用開始の日から30日以内に浄化槽使用開始報告書(様式第1号)に関係書

類を添えて市長に提出しなければならない。

2　市長は、前項の浄化槽使用開始報告書の提出があった場合においては、浄化槽使用開始報告済証(様式第2号)を

当該報告書を提出した浄化槽管理者に交付するものとする。

3　法第10条第2項の規定により技術管理者を置かなければならない浄化槽管理者が、当該技術管理者を変更したと

きは、法第10条の2第2項の規定により、変更の日から30日以内に技術管理者変更報告書(様式第3号)に関係書類

を添えて市長に提出しなければならない。

4　浄化槽管理者の変更があったときは、新たに浄化槽管理者となった者は、法第10条の2第3項の規定により、変

更の日から30日以内に浄化槽管理者変更報告書(様式第4号)を市長に提出しなければならない。

(平12規則133・平18規則2・令2規則25・一部改正)

附　則

この規則は、平成9年4月1日から施行する。

附　則(平成12年規則第133号)

(施行期日)

1　この規則は、平成13年1月6日から施行する。

(経過措置)

2　この規則の施行の際改正前の大分市浄化槽法施行細則様式第1号及び様式第3号から様式第5号までの規定による

用紙で現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。

附　則(平成18年規則第2号)

(施行期日)

1　この規則は、平成18年2月1日から施行する。

(経過措置)

2　この規則の施行の際改正前の大分市浄化槽法施行細則様式第2号及び様式第3号の規定による用紙で現に残存す

るものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。

附　則(令和2年規則第25号)

この規則は、令和2年4月1日から施行する。

様式第1号(第3条関係)

(平12規則133・一部改正)



様式第2号(第3条関係)

(平18規則2・一部改正)



様式第3号(第3条関係)

(平12規則133・一部改正、令2規則25・旧様式第4号繰上)



様式第4号(第3条関係)

(平12規則133・一部改正、令2規則25・旧様式第5号繰上)




